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序

新湊市は天然の良港である放生津潟を擁し、縦横に走る河川に

よって周辺の地域と結ばれ、その水の利を活かし、古くから日本

海側の海運と漁業の拠点として発展してきました。

鎌倉時代には越中守護所がおかれ、また室町将軍足利義材が滞

在するなど、越中の政治 。経済・文化の中心地として栄えまし

た。往時の活発な人々の交流、物資の運搬などその賑わいが偲ば

れます。

先人が残した歴史・文化・風土は、現代に生きる私たちが未来

に引き継ぐ貴重な財産です。市内に残る遺跡も、地域に根ざした

歴史を語る財産であり、郷土資料の一つと言えるでしょう。

今年度から、市内の遺跡地図を整備し、また開発行為との事前

調整に役立てるため、市内遺跡の分布調査を実施することになり

ました。

この報告書には不備な点も多々あると思いますが、より多くの

人に活用され、文化財保護の一助になりましたら幸いです。

終わりになりましたが、地元の方々をはじめ多大なご協力とご

援助をいただきました関係者の方々に深く感謝申し上 tデます。

平成 10年 3月

新湊市教育委員会

教育長 糸 岡 栄 吾



例 言

1 本書は、新湊市教育委員会が国庫補助をうけて 5か年計画で実施している、遺跡詳細分布調査の初年度 (1997
年度)の調査報告書である。

2 調査は富山県埋蔵文化財センター、富山大学考古学研究室の指導および協力を得て、新湊市教育委員会が主体とな
り実施した。

3 今年度の調査は、新湊市塚原地区 (一部除く)を対象とした。

4 調査参加者は下記のとおりである。 (敬省略 五十音順 )

(現地調査 )

磯村愛子 岡田一広 河ヽ幡鮎子 梶田亜友美 高橋泰生 遠野いずみ 戸簾暢宏 西村倫子 貫井美鈴

早川さやか 廣瀬直樹 真井田宏彰 山崎雅恵 (以上富山大学考古学研究室 )

5 本書の作成は、下記の協力をうけて新湊市教育委員会文化財保護主事 宗 融子が行った。
(室内整理)(敬省略 五十音順 )

荒木慎也 磯村愛子 岡田一広 佐々木亮二 砂田普司 遠野いずみ 貫井美鈴 真井田宏彰 渡辺 樹

(以上富山大学考古学研究室 )

楠井悦子 西島美幸 前田三津子

6 今回掲載した遺物の中には、この調査以前に新湊考古歴史サークルが分布調査を実施し、採集した遺物が含まれて
いる。

また、その際の採集遺物について一部久々忠義氏の実測図を借用させていただいた。深 くお礼申し上 Iデる。

7 本書の作成及び遺物写真撮影にあたっては、富山県埋蔵文化財センターの諸氏及び山崎為雄氏には貴重なご教示・

ご指導をいただいた。

記して謝意を表したい。

8 新湊市立南部中学校郷土歴史クラブの採集遺物については、新湊市立南部中学校で保管されていたものを、新湊
市教育委員会がこれ以前に譲 り受けていたものである。貴重な資料を提供していただき厚 く感謝申し上げる。    |

9 新湊市片日の吉久 登氏にはその所蔵遺物を借用することに快諾をいただいた。厚く感謝申し上げる。

10 採集遺物、記録図面等は新湊市教育委員会が一括して保管している。

H 本書の図面・写真図版の表示は下記のとおりである。
(1)第 4図の凡例は次による。

o 埋蔵文化財包蔵地
○  縄文時代遺物
●  弥生・古墳時代遺物
▲  古代遺物
▼  中世遺物
■  近世以降遺物

(2)遺物実測中のスクリーントーンの貼り込みは次のとおり表現した。

にに赤彩   に観 須恵器  ■■ 珠洲焼
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I は じめ に

新湊市の地勢と環境

新湊市は、富山平野を南北に分ける呉羽山丘陵の西側に位置する。富山湾へ注ぐ庄

川の、最下流東岸に広がる低湿地を中心にその市域を形成している。東西 11 25

血、南北 6 7 4kmと 東西に長い市である。人口は約 3万 9千人で、現在の主な産業

にはアルミ加工を始めとし、地場産業である製材業及び漁業などがある。

射水平野と呼ばれるこの低湿地の中央には、現在富山新港となつている、かつての

放生津潟があった。放生津潟は縄文時代前期の縄文海進のころは、現在の射水丘陵の

あたりまで広がっていたとみられる。その後、気候の寒冷化に伴い次第に陸地化し、 第 1図 新湊市位置図

庄川・和田川・下条川・鍛治川・神楽川などの諸河川によって運ばれた砂や粘土は、所々に微高地を形成していった。

氾濫流路間につくられたこの自然堤防洲などを中心に、この土地での人々の生活が始まったと考えられている。

古代には高岡市伏本に国衛が置かれ、近くには亘理湊が設けられた。しかし、気候の寒冷化に伴う海水面の低下によ

りその機能が低下したため、現在の新湊市街地である放生津にその機能が移されたと考えられている。鎌倉時代中頃に

は、放生津の地名が現れるようになる。中世の放生津は越中の守護所が置かれるなど、越中の政治・経済 。文化の中心

地として米えた。

往時は三角州の末端のように低湿で、特に潟の周辺は水郷の低湿地であったという。低湿地の多くが水田に利用さ

れ、縦横に水路が走り、タズルゃイクリと呼ばれる舟の交通路ともなつていた。稲架用と水路の岸崩れ防止に植えられ

たトネリコ並本が、水郷地帯ならではの独特の景観をかもし出していたが、昭和SO年代から40年代にかけてすすめ

られた富山新港設置やほ場整備などにより、湿田解消の努力が重ねられ、周辺の景観は一変した。

2 調査の 目的と方法

新湊市では昭和SO年代から40年代にかけて富山新港設置やほ場整備など大型の事業がすすめられた。これまでは

工事中に土器などの遺物が見付かつても注意が払われることは少なく、あるいは工事の妨げになるものとして除外され

ることもあった。かつては海であり、新湊市のように低湿な土地には人々は生活していなかったと考えられがちだった

のだろう。

富山県が昭和47年に発行した『富山県遺跡地図』には、新湊市の遺跡は30か所記載されている。その後昭和40

年代の台帳を基本として調査がすすめられ、平成 5年度発行の『埋蔵文化財包蔵地地図』には、39か所の遺跡が記載

されている。

ここ数年、開発行為に先立ち散発的に行なう分布調査や発掘調査によって、新たに発見される遺跡や、範囲の修正が

必要と思われる遺跡、中には人知れず葬られていった遺跡も少なからず存在することがわかってきた。また、未調査地

域も残されているものと思われる。

そこで、埋蔵文化財の保護と活用、開発行為との調整のため、市域全体を対象とする系統だつた分布調査を実施し、

遺跡地図及び台帳を充実させることとした。

調査は、新湊市が国庫補助をうけ、富山大学考古学研究室、富山県埋蔵文化財センターの指導と協力を得てすすめる

こととなった。市域を5つの地区に区分し、平成 9年度から平成 13年度まで5か年の予定で行うこととした (第 2

図)。 順次現地踏査を実施し、その成果は年度ごとにまとめるものとする。また最終年度には、小字名などを調査する

とともに市内全体をまとめた遺跡地図を発刊する予定である。
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A地区
B地区

C地区
D地区
E地区

1997年度調査予定地区

1998年度調査予定地区

1999年度調査予定地区

2000年度調査予定地区

2001年度調査予定地区

2km

第 2図 調査地区割図 (1/50,000)
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3 1997年 度調査地区概要

今年度の調査対象は、新湊市の南西部分に位置する塚原地区 (一部除く)である。全体としてみると、射水平野北西

部に広がる複合扇状地性の三角州平野といえる。標高は高い所で約 5m、 低いところで約 lmで、新湊市域の中では、

比較的高低差があるといえよう。範囲は、東西約 3.Okm、 南北約 2 5 klnで ある。北・西側は高岡市、南側は大島

町、東側は新湊市作道地区と接する。

塚原地内の西側には庄川が流れる。現在の圧川の流れは、明治後期から大正元年にかけて行われた改修工事によるも

ので、それ以前は、高岡市能町付近で小矢部川と合流していた。しかしこの合流地点で度々洪水が起こつたため、新た

な河日を掘 り、庄川と小矢部川の河口が分離されたものである。

塚原地区には、現在、川日、宮袋、松木、朴木、寺塚原、沖塚原、坂東の 7集落がある。

古代には塚原地区は射水郡に含まれていたが、 「和署抄」に記載される射水郡 10郷のうち、川口郷は川日付近に比

定する説がある。

古代末期には国衛領として川日付近を遺称地とする川口保、寺塚原、沖塚原を遺称地とする塚原保が成立した。現在

は高岡市にある浄土真宗称念寺は、かつて寺塚原に所在し、立山開山縁起にまつわる伝承をもっている。国衛領塚原保

において、国衡の命令のもと立山の管理に関わる仕事をしていたと考えられている。

また川口集落西方にある曹洞宗谷昌寺は、高岡瑞龍寺第十八世住職、閑雲禅師の隠居寺として知られている。閑雲禅

師は傑僧の誉れ高 く、かつ能書家でもあり多くの村人に書を分け与えたという。

恭 : (ヽ A‐ ヽ 、ヽ、i=

01(

り
ヽ
ヽ
ｔ

雲

第3図 A地区概要図 (1/50,000)
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H 調査の概要

1 遺跡 と採集遺物

今回の調査対象地域の周知の遺跡は、古宮遺跡(203021:平成 5年度 『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』遺跡番号以

下同)、 宮袋 B遺跡(203020)、 川口地先遺跡(203022)、 上牧野宮袋遺跡(203050)、 松木七日遺跡(203018)、 木戸口

A遺跡(203016)、 松木遺跡(203019)、 朴木 C遺跡(203047)、 朴木A遺跡(203026)、 松本中鹿遺跡(203023)、 松木

大ノ田遺跡 (203042)、 寺塚原遺跡 (203037)、 沖塚原遺跡 (203024)、 沖塚原東A遺跡 (203025)、 沖塚原東 B遺跡

(203036)、 沖塚原東 C遺跡(203038)がある。

その中で今回の調査により、 1つの遺跡を名称変更、 6つの遺跡を範囲変更、 1つの遺跡を範囲・名称変更 (統合 )

し、新たに2つの遺跡を追加した。

(1)古宮遺跡 (第 4図 -1)

庄川左岸、新湊市宮袋地区と高岡市能町地区との境界に位置する遺跡で、その範囲は東西約 120m、 南北約260

mである。昭和47年 『富山県遺跡地図』の台帳では、遺物包合地で須恵器、土錘が出上したとあり、平成 5年度 『富

山県埋蔵文化財包蔵地地図』では古代の遺跡とされている。しかし現在は、工場と宅地が建ち並び、実体は不明であ

る。

(2)宮袋 B遺跡 (第 4図 -2)

庄川右岸、宮袋集落の西側に位置する。遺明の範囲は東西約220m、 南北約230mで 、現在は河川敷の畑となっ

ている。一帯の小字は古村とあり、標高は約 2.2mで ある。

これまでの調査で須恵器甕胴部 1点、珠湧H甕胴部 2点が採集されている。

第 5図 -1は珠洲甕胴部片で、叩き目の幅が細かく珠洲編年第Ⅲ期 (18世紀後半)(珠 勒H市 1989)と みられ

る。

(3)川口地先遺跡 (第 4図 -3)

庄川左岸、新湊市宮袋地区にあり、高岡市石瀬地区との境界近 くに位置する。東西約 140m、 南北約 220mの 範

囲であるが、現在は工場と宅地になり実体は把握できない。

川日は古代の射水郡川日郷に比定する説もあるが、その一帯では現在、古代の遺物は不明である。昭和47年の遺跡

地図では須恵器が出土したとされているが、それは珠洲の壺であるらしい。 <青木他 1996>今 回図示していないが、

その壷は個人で保管されており、珠洲編年第V期 (15世紀前半)に あたる小型壷の完形品である。

(4)上牧野宮袋遺跡 (第 4図 -4)

新湊市宮袋集落北東にあり、新湊市宮袋地区と高岡市上牧野地区の境界に位置する。遺跡の範囲は東西260m、 南

北約230mで 大部分は上牧野地区に広がる。標高は約 1,9mで ある。遺跡の南側周辺にはかつて幅約 100～ 20

0mの河川が流れていたと考えられている。

今回の調査では、遺跡からややはずれるが、西側で近世陶磁器 7片を採集した。また、以前に珠洲、土師質土器を採

集している。

(5)松木七日遺跡 (第 4図 -5)

宮袋集落の東側で、高岡市との境界線付近に位置する。東西約 270m、 南北約 150mを 測る。標高は約 1 5m

～ 1.9mで ある。平成 4年度の試掘調査により弥生時代の遺跡が確認されており、現在も水田下に眠つている。

今回の調査では近世磁器を 1片採集している。また過去に須恵器賽胴部片などが採集されている。

また、遺跡の範囲からははずれるが、南側で珠洲壷 。甕を採集した。第 5図 -3・ 4である。同じく第 5図 -5の寛
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永通宝は、川口集落北側で採集した。

(6)中曽根西遺跡 (第 4図 -6)

旧河川跡の右岸に位置する。高岡市中曽根地区と新湊市松本地区の西側に広がる。標高は約 1 5m～ 2 0mで あ

る。遺跡の範囲は東西 160m、 南北220mで 高岡市へと延びる。新湊市側において平成 4年度に試掘調査を実施

し、弥生時代の遺構、遺物が確認されている。

これまで本戸口A遺跡と呼ばれていたが、高岡市側での分布調査により中曽根西遺跡と名称がつけられており、

<高岡市 1995>同 一の遺跡であることが推測されるので、今回、中曽根西遺跡に名称を変更した。

今回の調査では、遺跡内で弥生土器 25片、近世磁器 1片が採集されている。また、以前に須恵器、土師器、珠洲な

どが採集されている。第 5図 -2は須恵器高台杯である。底径は 9.O cm、 胎土は密で回く焼きしまる。

(7)松木遺跡 (第 4図 -7)

松本地区北側にあり、一般地方道松木 。鷲塚線に沿うように位置する。すぐ西側には中曽根西遺閉があり、東西約 1

70m、 南北約220mの 範囲に広がる。標高は約 1 5mで ある。

今回の調査では弥生土器片を採集した。                                    1

(3)朴木C遺跡 (第 4図 -8)

朴木地区西側一帯に広がり、かつての西神楽川流域に位置する。今回までの調査で遺跡は南西に広がることが推測さ

れ、その範囲は東西約500m、 南北約600mと したい。標高は約 1 4m～ 2.5mで ある。北側の高岡市には、
弥生時代後期から中世に至る中曽根遺跡が広がる。この朴木C遺跡も一連の微高地上に営まれたとみられ、各時代の遺

物が採集される。

今回採集した遺物のうち第 5図 -6～第6図-51を 図示した。6は小型の高杯である。古墳時代のものである。脚
部は中央でやや膨らみを持ちなだらかに開く棒状のもので、ヘラ磨きが施される。また脚部内面にはしぼり痕がみられ

る。遺跡南西の用水路脇で採集された。 7は 日縁断面がくの字形になる賽である。日径 12.8 cm、 外面はハケロ調整

が施され、うすい器壁のものである。8は弥生土器甕の底部である。内面に細かいハケロが施される。 9は土師器で幅

の狭い有段状口縁をもち、横ナデ調整である。

10～ 26は須恵器である。 10は頸部の短い壺口縁部とみられる。口縁部は丸くおさめる。 11～ 13・ 15～ 1

9は杯蓋である。 11は平坦な天丼部をもち、外面は自然釉がかかる。 12の 日縁部は角張る。 16～ 18は端部が下  (
へ引き出され、断面が三角形を呈する。 13・ 19は端部が丸みをもつものである。 14は杯底部で、底径は9,O cm

である。20,21は 杯で、日径はそれぞれ 12・ 12 5 cmで ある。21は酸化焔焼成とみられ赤褐色を呈する。2

2・ 23・ 26は重・甕の胴部である。いずれも内面は円形アテ具で、23・ 26の外面は格子目状のアテ具が用いら

れる。22の外面はカキロ調整である。

27は土師器碗である。日径は 10 0 cmである。

28・ 29は 中国製青磁碗である。29の外面は線描の連弁文を施し、内底面には花文とみられる文様が施される。

釉調は28は淡い緑色、29は青みを帯びた緑色を呈する。

30～ 44は珠洲壺・甕胴部である。45～ 47は珠洲すり鉢である。45のおろし日は太い原体で密に施され、4

6はやや間隔がある。47はやや肥厚した日縁に櫛目波状文をめぐらす。48は備前すり鉢である。

49～ 51は越中瀬戸皿で、いずれも灰釉がかけられる。49・ 51は削り出し高台をもち、50の底部は回転糸切

りである。

(9)朴木A遺跡 (第 4図 -9)

朴木C遺跡西側、西部主幹排水路付近に広がる。遺跡の北側部分については宅地となっており、実体は不明である。
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ただし、西部主幹排水路の土手からは、弥生、古代、中世各時期にわたる遺物が表採される。遺跡の大部分は、来年度

調査予定の地区にまたがっているため、詳細は来年度調査の際に検討することとする。

(10)松木中鹿遺跡 (第 4図 -10)

松木集落東側に位置する。昔より弥生土器が散布する場所として知られていた。遺跡内南側で行なった試掘調査で

は、弥生時代後期の遺構・遺物が比較的良好に遺存していた。聞き取 り調査などによると、遺跡の中心は遺跡北側の集

落に近いところと思われる。今回までの遺物散布状況から遺跡は南側部分においてさらに東側へ広がることが推測さ

れ、その範囲を東西280m、 南北 380mと する。標高は、約 2.6～ 3.lmで ある。

今回図示した遺物は第 6図 -52～ 56で ある。 52は弥生土器蓋のつまみ部分である。 53は珠洲す り鉢である。

日縁断面がやや外側に傾く。 54・ 55は珠洲壷である。 56は越中瀬戸の皿である。内外面に褐色の鉄釉がかけられ

る。

(11)松木大ノ田遺跡 (第 4図 -11)

松本集落の南側に広が り、東側には松木中鹿遺跡がある。東西 220m、 南北 140mの 範囲を測る。標高は、約

3.0～ 3 2mで ある。

第7図 -57～ 59が今回図示した遺物である。58は珠洲壺である。57・ 59は越中瀬戸皿である。57は内外

面に褐色の鉄釉がかけられる。59は遺跡からはややはずれるが、当遺跡西側での採集品である。骨壼の蓋として利用

されたとみられ、内面に南無阿弥陀佛の墨書がある。外面は静止糸切り痕があり、墨書もみられるが、はっきりしな

い。

(12)寺塚原遺跡 (第 4図 -12)

寺塚原集落南にあり、南側の大島町との境界線付近に位置する。現況は墓地 。公園・畑であり、標高は約4.8mで

ある。この地域は、かつての中野庄が広がっていたと推定されている。かつて寺塚原にあり、現在は高岡市大町の浄土

真宗本願寺派塚原山称念寺は、立山開山縁起にまつわる伝承をもつ。同遺跡近くには、同寺跡の墓地があり、そこには

安永 10年 (1781)の 銘が入つた称念寺の碑が残されている。また、寺塚原と隣接する大島町中野には、称念寺畑

という小字筈もある。遺跡西側においても遺物が採集されており、その範囲を広げ、その範囲は東西 180m、 南北 1

20mで ある。

今回図示した遺物は第 8図 -82・ 83である。 82は珠洲壺である。 83は伊万里碗で、日径は 11 0 cmであ

る。外面に草花文が描かれる。

また同遺跡外であるが、遺跡東側で大島町との境界線付近においても遺物が採集されている。散布状況がまばらであ

るため、遺跡内には含めないが、第 8図 -84～ 87・ 90を図示した。 84～ 87は珠洲壷・甕である。 90は弥生

土器底部であり、約 3 nlm以下の砂粒を含むあらい胎上のものである。外面に縦方向のはけ目がみられる。

(13)馨球脈曽遺跡 (第 4図 -13)

今回新しく確認された遺跡である。寺塚原遺跡の西側延長上にあり、大島町との境界線付近に位置する。現況は主に

畑として利用されている。標高は約 5,9mで ある。寺塚原遺跡とともに、大島町の若杉遺跡 。中野北遺跡との関連が

推測される。遺跡の範囲は東西約 300m、 南北約 300mを 計る。全体に古代の須恵器が多いのが特徴である。

第 7図 -60～ 71が、今回の採集遺物である。 60～ 67・ 71は須恵器である。 60は平らな天丼部をもつ杯蓋

である。 61・ 62は杯である。63～ 67・ 71は壷・甕である。 63は 内外面平行タタキロをもつ。 64は、内面

は円形あて具痕、外面は格子状かタキロのあとカキロで調整される。 65は 内面は円形あて具痕、外面は平行タタキロ

とカキロが施される。 66・ 67も 内面は円形あて具が使用される。67の外面は平行タタキロで、外面は自然釉がか

かる。 68～ 70は珠渉H壷 ・甕である。タタキロの幅が約 211m～ 2.511mの 密なものである。
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(14)坂東遺跡 (第 4図 -14)

今回新しく確認された遺跡である。坂東集落東側と寺塚原に広がる。その範囲は東西 350m、 南北 320mで あ

る。標高は、約 4 7～ 6,Omで ある。

遺物は集落東側の用水路付近で多く採集された。第 7図 72～ 79が今回採集し、図示した遺物である。 72～ 7

6・ 79は珠洲壺・甕である。 77は珠洲すり鉢で、おろし日は間隔があり、珠洲編年第 H～ Ⅲ期 (13世紀)にかけ

てのものとみられる。 78は 中国銭永楽通宝 (初鋳年 1408年 )である。 80は土師質土器の灯明皿で、日縁部に油

痕が残る。 81は伊万里碗である。外面は斜格子文、内面は3条の圏線が描かれる。

(15)沖塚原遺跡 (第 4図 -15)

沖塚原遺跡は、もともと沖塚原集落にそつて南北に広がる遺跡として把握されていた。今回、遺物の分布状況から従

来の沖塚原遺跡の一部と、沖塚原東 C遺跡の範囲を、沖塚原遺跡として拡充した。その範囲は東西 510m、 南北約 6

0mである。標高は、約 2.8～ 3.6mで ある。

遺物はほば遺跡全体に分布するが、北東部分に比較的まとまりがみられる。今回図示した遺物は、第 8図 -88～ 8

9・ 91～ 94である。そのうち91～ 94が北東付近で採集されたものである。

91は須恵器の短頸壺とみられる。 88・ 92～ 94は珠洲壷・甕である。 89は珠洲すり鉢で、太い原体でおろし

目が密に施される。

(16)沖塚原東 A遺跡 (第 4図 -16)

沖塚原東遺跡は、平成 5年度 『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』では、沖塚原東 A、 B、 C遺跡の 3か所として把握さ

れている。今回、遺物の分布や内容などから、従来の沖塚原東A遺跡を南側と北側に分け、南側部分一帯を沖塚原東A

遺跡として把握することとした。その範囲は東西約400m、 南北約200mで ある。標高は約 3 1～ 3.8mで あ

る。

全体に中世の遺物が多い。第 9図 -105～ 116が 今回掲載した遺物である。 105～ 110・ 112～ 115は

珠洲奎・壷である。 105は 羽状タタキロで、珠洲編年第Ⅳ期 (14世紀)と みられる。 110は 小型壷底である。 1

11は珠洲す り鉢で、日縁端面がほぼ水平になり、おろし目は間隔がある。珠洲編年第Ⅳ期 (14世紀)である。 11

6は中世土師質土器である。日縁部が外反するもので、煤が付着してお り灯明皿として使われている。

(17)沖塚原東 B遺跡 (第 4図 -17)

沖塚原東 B遺跡は、今回範囲を変更し従来の沖塚原東 B遺跡と沖塚原東A遺跡の北側を含めて、沖塚原 B遺跡として

把握した。沖塚原地内の遺跡は全体に中世の遺物が多いがざ沖塚原 B遺跡では弥生土器なども採集される。標高は、約

1 7～ 2.8mで ある。

第 8図 95～ 104・ 第 9図 117・ 118が 今回図示した遺物である。95,96は 、須恵器である。 96は外面

が平行タタキロ、内面に円形あて具痕をもつ。 97～ 101・ 117～ 118は 珠洲壷・甕である。 100・ 101・

118の タタキロは綾杉状である。珠洲編年第Ⅲ期 (13世紀後半)と みられる。 99はやや上方に引き出し、ゆるや

かに外傾する円頭状の日縁をもつ甕で、珠洲編年第V期 (15世紀前半)と みられる。 103は 中世土師質土器で、日

縁部がやや外反するものである。 104は 中国製青磁碗で、外面に線描の蓮華文をもつ。
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2 個人所蔵等資料について

(1) 個人所蔵資料について

第 10図 201・ 202は 新湊市片日の吉久登氏が収蔵されている土器である。

202は 古宮遺跡から出土したとされる土師器土錘である。長さ7.lcm、 直径4.2cm、 内径 1 6cm、 重

さ 11 5gで ある。

古宮遺跡北側の新湊市西新湊や、高岡市牧野地区周辺からは製塩土器や漁網用の古代の土錘が出土している。当時、

この周辺まで海が入 り込んでいたことが推測される。

201は 松木中鹿遺跡から採集されたという古墳時代の器台である。口径 9.4cm、 底径 11.6cm、 高さ9,

Ocmで ある。脚部が外反して開き、受部は内湾してのびる小型品で、脚部には透穴が 3孔穿穴される。外面及び受部

内面は赤彩される。松本中鹿遺跡西側、松本集落東端付近に当時は上の盛 り上がりがあり、そこからこの器台とともに

土器片 10数片が採集されたとのことである。

(2) 新湊市立新湊南部中学校郷土クラブ資料について

昭和 43年春から昭和46年 までの約 3年間、新湊市立新湊南部中学校郷土クラブでは、塚原及び作道地区から多く

の上器などを採集し、その成果を冊子にまとめている。

これらは、当時着工されていた塚原地区沖塚原、朴木での新港設置に伴う西部主幹排水路工事や、作道地区高島、高

木、津幡江でのほ場整備事業の工事掘削土中に散布していた土器などを、生徒が採集して学校に持ち寄ったものであ

る。その上器などは約千点にも及び、当時同校講師に着任した間坂儀二郎氏の指導のもと遺跡ごとに整理された。

その後遺物は新湊市立新湊南部中学校において保管されていたが、平成 7年度新湊市教育委員会が譲 り受けた。長い

年月の間に散逸したものは多く、各々に注記されていないため出土地点が定かでないものも含まれている。しかし既

に、ほ場整備など大規模な工事が行われた今となっては、その質、量ともに貴重な資料であることを鑑み、今回の調査

地域出土の遺物を取 り上 tデて遺跡理解のための一資料としたい。

以下、当時まとめられた冊子に添つて記述する。

① 朴木東部地先弥生土師複合遺跡
採集地点は、朴木集落の北東、西部主幹排水路の北側一帯であ

る。現在の本卜木 C遺跡内北東部にあたる。

当時の採集遺物内容をまとめると、表 1の とお りである。う

ち、弥生土器口縁部破片には赤彩のものが含まれる。石器、石鏃

などは伴出遺物と記録されているが、図などがないため詳細内容

は不明である。珠洲焼は室町期中心と記されている。これらの採

集遺物は、地表に現れている1/3の量にすぎず、当時はまだ多

くの上器片などが散布していたらしい。

遺物が採集された地点は、その後主幹排水路敷設や宅地造成に

より今日は面影を残さないが、当時は多量のシジミ貝の集積が確

認されたなど、貝塚の存在を推測させる文章が残されている。

今回掲載した第 10図 -203～ 216がこの地区の採集遺物

遺物内訳 点  数

弥生式上器

口縁部破片 65

高杯胴部破片 10

胴部破片 337

底部破片 36

石器 1

石鏃 1

骨片 1

くるみ殻 5

珠洲1焼

-9-

表 1 朴木東部地先弥生土師複合遺跡表採遺物点数



である。203～ 207・ 209は 高杯脚部である。203は 、ゆるやかにハの字形に広がる脚部をもつ。脚部内面は

ヘラ磨きで調整され、杯部には接合のための刻み目がみられる。 204。 207は ハの字形の脚部をもつ。 205。

206は 柱状の脚部をもつ。209は 深い碗状の杯部をもつと思われる。208は 高杯の杯部で、外面に稜をなして外

上方へ広がる。日径は 15 0cmで 、日縁外面に刻み目をもち、内外面赤彩される。211は くの字形の日縁をもつ

広口壺である。口径は 13.6cmで ある。214は 日縁部が屈曲して外上方に広がる。日径は 15 2cm、 内外面

共にハケロ調整である。210。 212・ 213は甕の底部とみられる。いずれも煤が付着する。215は壷・216

は甕の肩部から胴部にかけての部分である。215の外面には、櫛描で波状文と、直線文が描かれる。216の外面は

ハケロ調整である。

② 沖塚原北部地帯弥生遺跡
採集地点は、沖塚原集落北部に広がる。現在の国道 8号線と、一般地方道松本・鷲塚線との交差点付近にあたり、国

道 8号線を境にして北東部分と南西部分で採集されたとある。北東部分は、現在の松本中鹿遺跡の南側部分に位置する

が、南西部分は今日では遺物はあまり採集されない。

採集された遺物は表 2の とおり記録されている。弥生時代中期の土器片が多いことに特徴があるという。これらが含

まれる遺跡は、当時の地表面下 30～ 8 0cmに存在するものと推測されている。

第 10図 -217～ 222がこの地区の採集遺物とされているものである。いずれも弥生時代中期の甕・壷口縁部で

ある。

217は、日縁端部内面に2段の羽状文をもつ壺である。ハケ状具

で刺突したとみられ、谷間にハケロがみえる。外面にはハケロが施さ

れる。218は 日縁端部内面に 1段の羽状文がハケ状具で施され、外

面端部には刻み目が刺突される。外面は煤状炭化物が全体に付着す

る。219も 同様で、内面に2段 とみられる羽状文が、外面に刻み目

が刺突される。いずれも谷間にはっきりしたハケロがみられる。22

0は日縁端部に 1段のハケ状具による斜線刻み目をもつ。内外面とも

に赤彩される。221は 日縁端部内面に斜行単線文が、外面端部には

刻み目が刺突されるが、外面は摩耗してはつきりしない。222は稜

線をもつ日縁部に刻み目が施される。

遺物内訳 点 数

弥生式土器

十 日縁部破片 65

1  
月同部破片 251

「
~邸
麟 15

石器 4

木片 2

くるみ殻 1

珠洲焼 3

表 2 沖塚原北部地帯弥生遺跡表採遺物点数
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3 遺物の散布状況
ここでは、今回の調査地区から採集した遺物を時期別に大別し、その時代ごとの散布状況を概観して遺跡のあり方を

考える一資料としたい。

散布状況は、新湊市都市計画座標をもとに 1辺 200mの 方眼を設けその傾向を示した。ただし破片数のみを統計化

したものであり、個体数は明らかにしていない。

(1)縄文時代の遺物散布状況 (第 11図 )

縄文土器 1片がある。

沖塚原東 B遺跡の南西部分で採集した。小破片のため器種は不明であるが、条痕文がみられ、縄文晩期から弥生にか

けてのものと思われる。胎土は 3 nlm以下の砂粒を含んで粗 く、焼成は良好で外面は赤褐色を呈する。付近の標高は、約

2 8mで ある。

新湊市内では現在のところ、面として存在する縄文時代の遺跡は確認されていないが、縄文土器は所々で採集あるい

は出上している。気候の寒冷化に伴う放生津潟の縮小により、縄文後期末から晩期にかけて、新湊市周辺では当該期の

遺跡が増えるようになる。上記の上器が採集された付近の南西一帯には、新湊市高木 。荒畑遺跡、大島町北高木遺跡が

広が り、縄文時代後期の上器が出上している。

(2)弥生・古墳時代の遺物散布状況 (第 12図 )

弥生土器 。土師器 91片がある。

今回の調査では全体に調査区の北東部分に遺物が多く分布している。また今回は、遺物が採集されなかつたが、北西

部分にある松木七日遺跡、中曽根西遺跡も弥生時代の遺跡である。

松本中鹿遺跡において、現在出土及び表採される土器は、弥生時代後期から古墳時代初期にかけてのものが多い。し

かし、以前に付近で収集されていた土器には弥生時代中期からのものがあり、比較的長い期間、集落が営まれていた可

能性がある。一方、朴木 C遺跡にはやや時代が下る古墳時代の土器が多い。その他、沖塚原東 B遺跡にも当該期の土器

が散布する。

(3)古代の遺物散布状況 (第 13図 )

須恵器 56片、土師器 2片がある。

今回、古代の遺物が比較的まとまって確認されたのは、朴木 C遺跡と、新たに確認された寺塚原西遺跡である。寺塚

原西遺跡周辺では、南側の大島町では古代の遺跡があるが、新湊市側において、付近にそれ以前の時代の遺跡はみられ

ない。国衛の指導による開発がすすめられた地域であつたのだろうか。その他、弥生・古墳時代を主体とする松本中鹿

遺跡、中世を主体とする沖塚原遺跡及び沖塚原東A・ B遺跡、宮袋 B遺跡などでも古代の遺物が採集された。全体に、

古代の遺物は調査区の東側に多く散布するようである。

一方、寺塚原西遺跡を除いて、寺塚原、坂東、川口集落付近では古代以前の遺物は今回、採集されなかつた。

(4)中世の遺物散布状況 (第 14図 )

珠洲 76片、土師質土器 8片、中国製青磁 6片がある。

中世になると、広い範囲に遺物の散布がみられるようになる。中世より前の時代の遺物がみられなかつた、川日、坂

東、寺塚原集落近辺にもまんべんなく散布するようになり、その中でも坂東遺跡、寺塚原西遺跡では付近に比べて集中
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して中世の遺物が散布した。また、各時代を通して遺物が散布する朴木 C遺跡、沖塚原東A・ B遺跡や沖塚原遺跡でも

中世の遺物が多くみられるが、特に沖塚原地域は遺物の散布状況から、中世の性格が顕著である。

(5)近世以降の遺物散布状況 (第 15図 )

伊万里 23片、越中瀬戸 16片、瀬戸美濃系 1片、近世磁器 44片、近世陶器 24片、貨幣 2点がある。

近世になると、全域にまんべんなく遺物の散布がみられるようになる。

(6)小 結

今回の調査区を含めて、新湊市域は低湿な立地状況のもとに広がる。したがって、気候の変化による海進や海退、あ

るいは河川流路の変動などによる環境の変化が、人々の生活空間に大きく影響を与え、関わりをもってきたことが考え

ら才tる 。

今回、庄川河川敷ではあまり遺物が採集されなかったが、そのほかの所ではほぼ全域で各時代の遺物がのこされてい

た。坂東、寺塚原の近辺では、新しい遺跡が発見され、成果があつた。

その中でも特に、朴木集落周辺の朴木 C遺跡、沖塚原集落東側の沖塚原東A・ B遺跡近辺では、弥生時代から近世に

いたるまで遺物の散布が顕者にみられた。

上記の遺跡に共通する環境の一つには、西神楽川の存在が考えられる。神楽川は、かつて和田川が北流し、東神楽川

と西神楽川に分かれて放生津潟に流れ込んでいた川である。西神楽川は塚原地区の南東を貫流し、寺塚原、沖塚原、朴

木を通 り、放生津潟へと流れるルー トや、隣接する作道地区の布日、鏡宮を流れて朴木付近で合流するルー トなどが

あつたという。また、沖塚原東 B遺跡の北側周辺でも東西両方向から河川が合流し、三川と呼ばれていたということで

ある。神楽川やその支流に沿つた所には遺跡が多く立地し、この水運が古くから重要な交通路であったのではないかと

既に指摘されている (久々他 1995)が、今回の調査結果でもそれが裏付けられるようである。神楽川の流れは古くか

ら大幅には変わっておらず、その流域や合流付近である沖塚原集落東側、朴木集落付近では連綿と生活が営まれてきた

ことが1在測さヤしる。
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第 11図 縄文時代の遺物散布状況 (1/20,000)※数字は破片数
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第14図 中世の遺物散布状況 (1/20,000)※ 数字は1波片数
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